
序章：AI新時代へようこそ ～未来を
創る「共通言語」を手に入れよう～

1. はじめに：AIが日常を変える

AIは、スマートフォンから自動運転まで、私たちの生活を豊かにしています。特

に2023年以降の生成AIの登場は、文章や画像などを創り出し、ビジネスや教育に

変革をもたらしています。

しかし、AIの進化は「仕事が奪われるのでは？」といった不安も生んでいま

す。この資料は、AIを正しく理解し、活用するための羅針盤です。AIの知識を

「共通言語」とし、未来を創造する第一歩を踏み出しましょう。

2. 本資料の目的：AIを理解し、使いこなす

本資料は、技術詳細（How）ではなく、以下3点を重視します。

1. AIで何ができるか（What）を知る:AIで何ができるか（What）を知る:  具体例からAIの可能性を理解します。

2. なぜAIが必要か（Why）を考える:なぜAIが必要か（Why）を考える:  社会課題へのAIの貢献を考察します。

3. AIを正しく使いこなす基礎知識を得る:AIを正しく使いこなす基礎知識を得る:  AIの特性、倫理的課題を学び、適切に関わる視点を養います。

この序章では、AIの基本概念、種類、学ぶ意義を解説します。専門知識は不

要です。

3. AIとは？ ～知能の探求が生んだ技術～

AI（人工知能）は、1956年に登場し、「人間の知的な振る舞いをコンピュータで

実現する技術」とされます。

「人間の知的振る舞い」とは、学ぶ、理解する、判断する、計画する、創造

するなどです。AIはこれらをコンピュータに行わせる試みです。

3.1. AIの主な種類とキーワード

AI理解に役立つ重要キーワードを紹介します。

機械学習 (ML)機械学習 (ML) : コンピュータがデータから学習し、予測や判断を行う技術。迷惑メールフィルタなどが例です。
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深層学習 (DL)深層学習 (DL) : 機械学習の一分野。脳の構造を模倣し、複雑なパターンを学習。画像・音声認識で成果を上げ、AIブーム

を牽引。顔認証や音声アシスタントに活用。

生成AI (Generative AI)生成AI (Generative AI) : 新しいコンテンツを生成するAI。ChatGPTのような大規模言語モデル（LLM）や画像生成AIが代

表例。クリエイティブ作業支援などに期待。

汎用人工知能 (AGI)汎用人工知能 (AGI) : 人間のように多様なタスクをこなせるAI。実現はまだ先で、多くの課題があります。

これらは関連し、例えば生成AIの多くは深層学習を基盤とします。

4. AIの得意なこと・苦手なこと

AIは万能ではありません。特性の理解が重要です。

得意なこと（例）：得意なこと（例）：

大量データ処理とパターン認識大量データ処理とパターン認識 : 金融分析、遺伝子解析など。

高速・正確な判断・予測高速・正確な判断・予測 : 製品異常検知、不正利用検知など。

単純作業の自動化単純作業の自動化 : 工場組立、データ入力など。

複雑ルールの最適化複雑ルールの最適化 : 配送ルート最適化など。

苦手なこと（現時点の課題）：苦手なこと（現時点の課題）：

真の「理解」や「常識」真の「理解」や「常識」 : 文脈理解や常識的判断は困難。

創造性・感情の完全な模倣創造性・感情の完全な模倣 : 「それらしい」ものは作れても、真の創造性や感情はありません。

少ないデータからの学習少ないデータからの学習 : 多くは大量データを必要とします。

予期せぬ状況への対応予期せぬ状況への対応 : 未知の状況や攻撃に弱い場合があります。

説明責任説明責任 : 判断根拠の説明が難しい場合があります。

AIは「道具」です。人間と組み合わせることで力を発揮します。

5. AIと共存する未来へ：倫理的課題と社会的影響

AIの発展は恩恵と共に、倫理的・社会的課題も提起します。

雇用の変化雇用の変化 : 仕事の代替や変化の可能性。AI活用スキルが重要に。

プライバシー侵害プライバシー侵害 : 個人情報保護のルール作りや対策が必須。

バイアスと公平性バイアスと公平性 : 学習データの偏りが不公平な結果を生む可能性。公平なAI開発が進行中。

誤情報・偽情報の拡散誤情報・偽情報の拡散 : 生成AIによる精巧な偽情報のリスク。メディアリテラシー向上が重要。

AI判断への過度な依存AI判断への過度な依存 : 思考停止への懸念。最終判断は人間が責任を持つべき場面も。
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AI兵器（LAWS）AI兵器（LAWS） : 倫理的に大きな問題があり、国際的な議論の的。

これらの課題は社会全体で議論し、ルールを確立する必要があります。

6. まとめ：AIは未来を創る「共通言語」

本章では、AIの基本、種類、特性、倫理的・社会的課題を概観しました。

AIは現実の技術であり、進化し続けます。AIを正しく理解し、可能性と限界

を見極めることは不可欠なスキルです。本資料が、皆さんのAIという「共通言

語」習得の一助となれば幸いです。

次章からは、AIの具体的活用例や関わり方を掘り下げます。AI新時代への冒

険を共に楽しみましょう！
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